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水痘の流行防止について
　若草の候、保護者の皆様におかれましては、ますますご健勝のこととびお喜び申し上げます。

本日メールでもお知らせしましたが、この２週間で水痘（水ぼうそう）の報告が複数件あり、今後さらなる増加が懸念されます。
流行防止のため、下記の点について十分ご注意いただきますようお願いします。
記
１　発熱や体に発疹が見られる場合は、必ず医療機関を受診してください。
　（予防接種を受けているお子さんでも感染していますので、十分注意してください。）
２　マスクの正しい着用と丁寧な手洗いをお願いします。

３　水痘に感染した場合は、出席停止期間（全ての発疹が痂皮化するまで）を守り、登校前に再度、医師の診察を受け、医師の許可を得てから登校してください。（証明書の提出は不要です。）

４　水痘の予防接種を受けていないお子さんで、接種を希望される場合は、かかりつけ医にご相談ください。（自費になります。）患者との接触後、７２時間以内に接種すれば、発症の阻止、あるいは症状の軽減が期待できます。
　　　
　　　　　　　　　　　水痘（水ぼうそう）とは
＜原　　因＞　　水痘、帯状疱疹ウイルス
＜潜伏期間＞　　１４～１６日間
＜症　　状＞　　発疹は体と首のあたりから顔面に生じやすく、発熱を認めることが多い。
発疹は紅斑、水疱，膿疱、かさぶたの順に変化する。かゆみや痛みを訴えることもある。
一般に軽症疾患だが、免疫不全状態の場合は重症化することもある。また、妊婦の感染に
より、児に先天異常が生じることもある。
＜感染経路＞　　空気感染、飛沫感染、接触感染。水疱中には多量のウイルスが存在する。
＜感染期間＞　　発疹が出る１～２日前から、すべての発疹が痂皮（かさぶた）化するまで

＜出席停止期間＞　すべての発疹が痂皮（かさぶた）化するまで
